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　河野地区の糠で生まれ育ち、地元を愛し地元から離れたいとは思わなかったと
いう川地さんは、医療事務の専門学校を卒業後、糠にある河野村商工会に就職さ
れました。結婚後は鯖江市からの通勤を経験するも、「女性が働き続けるには親元
に近い地元の方が子育ても安心」というご主人の理解により、桜団地に移住されま
した。市町村合併により南越前町商工会となり、人との出会いが広がり楽しかっ
たと振り返りますが、８年前に河野村漁業協同組合の職員募集をきっかけに転職
されて、現在に至ります。
　主な仕事は金融で、地元の方と身近に接し感謝されることが何よりのやりがい。
父親が名付けた「愛」という名前のおかげか、これまで多くの周りの人に愛され支
えられてきていると話されます。
　３年前から、FM福井の人気ラジオ番組「エリアボイス」で地域の旬な話題を届

けるエリアレポーターとして、イベントや伝統料理など地元の良いところをラジオで伝えています。河野は
コンビニもできて便利になり、日本遺産に認定された歴史と日本一の夕日と称賛する自然風景があり、新し
いものと歴史や自然が融合する地域として活性化していき、若い人に定住してもらいたいと願われています。
　小学校ではバレーボールのスポ少に、中学・高校時代は剣道部に所属していた川地さん、子育てがひと
段落したら剣道競技の再開を希望されています。

地 域のあの人この人
今月号は、河野村漁業協同組合の川地愛さんです。

町内で働いている方々を取材し、
ご紹介するコーナーです〈　　　　　　　　　　　 〉

河野村漁業協同組合
川地　愛 さん
（桜団地）

外国人と町民の交流・体験イベントを開催しました
　２月 15日に南条保健福祉センターで、「多文化共生の地域と私―外国出身の主婦×餃子クッキング×
地域の食材と人―」を開催しました。今回は、台湾と中国出身の方にご指導いただき、台湾水餃子と中国蒸
し餃子作りを実施しました。ベトナムとイギリス出身の方や小さなお子さんを含む 15名の方に参加いた
だき、和気あいあいとした雰囲気で会話や食事を楽しむ様子が見られました。また、南条農産物直売所四
季菜を見学し、町内で生産される野菜や特産品を町外からの参加者に紹介するなど、食を通して交流を深
めました。今後も多文化共生の体験企画を実施予定です。ぜひ、お気軽にご参加ください。
〈参加者の声：アンケートより〉
● 外国の人の生活、文化を直接聞けて良かった。
● どれもフレンドリーな企画で楽しかった。
● もっと外国の家庭料理を知りたい。

　当企画は、台湾出身の地域おこし協力隊・紀隊員が企画・運営を行っています。
■申込み・問合せ　観光まちづくり課　☎ 0778－47－8013

南越前町地域おこし協力隊活動 ＮＥＷＳ


